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水準測量による浅間山周辺の上下変動 (2005年 6月～11月)

Vertical deformation around Asama Volcano detected by precise leveling in June, and
November, 2005
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浅間火山におけるマグマソースを明確にする目的で、筆者らは 2004年 9月以降、浅間山周辺域で精密水準測量を実施
してきた。これまでの測量から、2004年 9月の噴火や 20世紀前半の活発なブルカノ式噴火時に、水準測量や GPS観測
から、浅間山西方の黒斑山を中心とする圧力源が推定されている (Murakami, 1960;宮崎,1990；青木・他,2006)。しかし
ながら、推定される圧力源の近傍に地殻変動の適当な観測点が設置されていないことから、圧力源の位置、とりわけ深
さ、その規模など詳細な議論に至っていない。
そこで、2005年 5月に、国道 18号線沿いに展開されている国土地理院の水準路線の追分から 1000ｍ林道を経由し、

チェリーパークラインを経て車坂峠に至る水準路線を名古屋大学、
北海道大学、気象庁、京都大学、東京大学により新設した。追分の国土地理院水準点 549から路線長 29.5kmの路線に

59の水準点を設置した。比高が 1005m、海抜にして 2000mに達する急峻な路線である。水準点はほとんどが道路周辺の
構造物に設置した。圧力源の位置をより明確に推定できるように、水準路線は車坂峠から北方向と北西方向へそれぞれ
3kmほど分岐している。そして、2005年 11月に同路線において 2回目の水準測量を名古屋大学、北海道大学、気象庁
で実施した。
浅間山では 2004年 8月の噴火以来、基本的には火山活動が緩やかに低下している。とりわけ、2005年に入ってから、

噴火活動もほとんど観測されていない。また周辺における国土地理院や東京大学によるGPS観測でも山体の膨張は観測
されず、収縮の地殻変動が推定されている。
しかし、今回実施した水準測量から検出した 2005年 5月から 11月までの 6ヶ月間における上下変動は車坂峠を中心

に隆起が検出された。検出された隆起は、追分に対して、車坂峠で最大 6mmに達する。隆起が検出されるのは、1000m
林道の西端、車坂峠から南へ 5kmの菱野温泉からである。水準点はほとんどが道路周辺の構造物に設置したが、現在の
ところ、恐れた人工的な乱れの上下変動を示す水準点は見つかっていない。
水準測量に使用した標尺にスケール誤差が存在すると、水準路線の比高プロフィルに相関した見かけ上の上下変動が

観測される。今回の路線は比高が 1000mに達する。もしも、今回利用した水準標尺に (5-6)× 10-6程度のスケール誤差
があるとすると、今回検出した 6mmの上下変動はスケール誤差による見かけの上下変動で説明される。勿論、測量を開
始するにあたり、標尺は組み合わせた水準儀で垂直のチェックは行っている。また、今回の測量で標尺は 2005年 5月に
4式、11月に 3式を利用している。検出した上下変動をすべてスケール誤差による見かけの上下変動で説明することは
確率が低くなる。
車坂峠を中心として観測された隆起の上下変動を単純に説明するモデルとして、以下の 2ケースが考えられる。なお、

車坂峠直下のダイク貫入モデルは、車坂峠では上下変動として沈降が計算されることから却下した。1)膨張の球状圧力
源：車坂峠周辺の隆起は、その直下 3-4kmでの 1× 106m3の体積増加で説明できる。2)ダイクの収縮モデル：車坂峠の



隆起はダイク直上の隆起で簡単に説明できるが、モデルから計算される山麓での顕著な沈降が観測されていない。
一方、周辺域の GPS観測によれば、2004年に観測された膨張の地殻変動が 2005年には収縮に転じたと報告されてい

る (国土地理院)。となると水準測量から推定される球状の膨張圧力源と矛盾する。しかし、今回観測された隆起が最大
で 6mmであり、単純な茂木モデルで 6mmの隆起に対応する水平変動を計算すると 2mmの水平変動になる。しかも、そ
の 2mmの水平変動が現れる領域が、車坂峠から半径 2-4.5kmで囲まれる非常に狭い領域で、その周辺域では 2mm以下
の水平変動となる。すなわち、今回水準測量から検出した上下変動に対応する水平変動は 2mmと推定されることから、
GPS観測では検出されていないと考える。
青木ら (2005)は 2004年の浅間山の活動について、GPS観測から車坂峠の直下 3km前後に 7× 106m3のダイク貫入を

推定している。今回推定した球状圧力源は深さが 3-4km、体積増加が半年間で 1× 106m3となり、深さは一致し、体積
増加率は 10％となる。なお、球状でなくても、北西南東方向に走るパイプでの体積増加でも今回の隆起は十分に説明で
きる。


